
項 目 内 容
名称 インドナガコショウ、ヒハツ [英]Long pepper、jaborandi pepper、Indian  

long pepper [学名]Piper longum L.

概要 インドナガコショウは、フィリピンやベトナム、インドネシアなどに自生する常緑
蔓性木本である。未熟な果穂を乾燥させ、香辛料として使用してきた。同属のジ
ャワ ナガコショウ (Piper retrofractum Vahl.) をヒハツと呼ぶこともある。

法規・制度 ■食薬区分
・インドナガコショウ (ヒハツ) 果穂:「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬
品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・セスキテルペン (ジンギベレン) 、アルカロイド (ピペロラクタムA、C、D、ピペ
ルノナリン、ピペリン、ブラキスタミドD) などを含む (102) 。

分析法 ・インドナガコショウ抽出物をUHPSFC-MSで分析した報告がある
(PMID:31260989) 。
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